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長
宗
我
部
地
検
帳
の
研
究

　
い
わ
ゆ
る
長
宗
我
部
地
検
帳
は
土
佐
金
醒
に
わ
た

っ
て
極
め
て
完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
る
点
で
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
り
、
中
世
末
…
近
世
初
期
土
佐
隔
研
究
に
と

っ
て
従
来
か
ら
貨
重
史
料
と
し
て
、
学
界
に
注
日
さ

れ
て
来
た
。
そ
れ
故
、
目
下
高
知
県
立
図
書
館
か
ら

そ
の
印
醐
本
を
刊
行
中
で
、
斯
学
徒
の
研
究
の
便
を

計
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
の
太
閤
検
地
帳
と
異

な
り
、
記
載
様
式
が
複
雑
で
、
傍
証
史
斜
に
も
乏
し

い
た
め
、
そ
の
研
究
は
ま
だ
充
分
で
は
な
く
、
解
囲

の
緒
に
あ
っ
た
。

　
本
書
は
横
廻
角
が
こ
こ
十
年
来
、
か
よ
う
な
地
検

隈
に
と
つ
組
ん
で
、
　
「
土
佐
史
談
」
　
下
縫
会
経
済
史

学
」
　
「
日
本
歴
史
」
　
「
高
知
甫
史
上
巻
扁
　
「
大
寒
庄

の
研
究
」
な
ど
に
続
々
と
発
表
さ
れ
て
来
た
地
検
帳

に
関
す
る
た
ゆ
ま
ざ
る
御
事
鐙
の
集
大
成
で
、
三
部

か
ら
な
っ
て
い
る
。
長
宗
職
漁
地
検
帳
研
究
入
門
者

・
に
と
っ
て
、
序
の
研
究
史
及
び
工
・
互
部
は
恰
好
の

解
説
書
で
あ
り
、
長
年
研
究
の
学
徒
に
と
っ
て
も
、

極
め
て
多
く
の
姦
詐
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

　
工
部
の
長
宗
我
部
地
検
帳
の
文
献
的
研
究
は
、
野

州
が
謙
虚
に
断
っ
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
中
田
四

朗
（
噛
三
重
大
紀
要
』
八
）
、
井
上
湘
夫
（
『
法
擬
史
研

究
臨
二
）
、
平
尾
道
雄
（
『
炎
宗
我
部
地
検
帳
』
土
佐

瓢
上
）
、
黒
田
武
、
横
川
末
吉
（
近
縫
村
落
麹
治
史

料
集
第
三
輯
『
土
佐
国
地
方
史
料
』
）
な
ど
の
研
究
が

あ
る
が
、
氏
は
さ
ら
に
従
来
閣
　
確
で
あ
っ
た
と
は
い

え
な
い
地
検
帳
羅
数
の
差
異
の
原
凶
を
実
証
的
に
明

確
に
し
、
地
検
峰
懲
は
辮
群
成
上
一
二
六
八
冊
一
か
全
く
岡
一

に
振
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
と
に
由
村
で
あ
る

本
川
村
検
地
帳
承
諾
は
肉
飯
氏
入
国
後
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
講
読
し
、
さ
ら
に
元
禄
十
年
に
現
存
の
地

検
帳
が
成
立
し
た
歴
史
的
意
義
、
す
な
わ
ち
土
佐
藩

元
禄
大
定
目
に
呼
応
す
る
薪
帳
の
作
製
が
土
佐
藩
政

の
完
成
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
述
部
で
は
工
部
で
考
察
し
た
地
検
帳
の
構
成
か

ら
、
天
正
検
地
が
六
尺
三
寸
杖
三
蔚
歩
の
丈
量
を
用

い
な
が
ら
、
代
と
い
う
古
い
単
位
を
残
し
た
矛
盾
を

指
出
検
地
に
求
め
、
慶
長
検
地
が
新
…
田
に
と
ど
ま
ら

ず
、
仕
直
検
地
で
あ
り
、
長
宗
我
部
氏
の
戦
国
大
名

よ
り
領
国
大
名
へ
の
変
身
の
努
力
と
し
て
捉
え
、
地

検
帳
の
は
り
紙
な
ど
か
ら
、
由
内
鼠
が
地
検
帳
を
利

硝
し
て
村
切
、
農
民
の
田
地
付
な
ど
の
他
の
先
進
地

帯
の
太
閣
検
地
を
行
っ
た
点
等
各
検
地
の
性
格
を
指

摘
し
、
±
佐
鱗
の
中
世
か
ら
近
世
へ
の
変
容
を
浮
彫

り
に
し
て
い
る
。

　
皿
部
は
地
検
帳
の
詳
細
な
分
析
に
基
ず
い
た
長
宗

我
部
隠
代
の
土
佐
の
社
会
構
造
の
突
認
的
研
究
で
ハ

過
半
の
頁
数
が
添
す
よ
う
に
本
書
の
中
心
を
な
し
て

い
る
。
そ
の
分
析
の
中
心
を
登
録
人
の
知
行
関
係
に

お
き
、
復
轄
一
型
、
揺
詫
人
型
、
名
主
型
、
高
級
給

人
型
、
一
領
具
足
型
、
名
子
・
被
官
型
、
水
主
型
の

類
型
に
土
佐
園
ほ
ぼ
全
地
域
に
わ
た
り
分
類
し
、
そ

の
各
々
・
の
構
造
を
究
闘
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の

地
域
的
分
布
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
よ

る
進
化
の
速
度
の
違
い
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

幡
多
・
安
芸
郡
の
よ
う
な
辺
境
の
直
轄
地
の
増
大
や

名
主
没
落
を
機
に
新
し
い
村
の
編
成
を
は
か
る
近
慢

的
動
き
、
家
老
大
身
の
散
盗
所
領
や
高
知
平
野
の
一

領
具
足
の
取
立
て
、
海
岸
漁
赫
の
水
主
層
の
掘
握
な

ど
に
長
宗
我
蔀
氏
の
領
国
的
皮
配
へ
の
努
ヵ
を
捉
え

よ
う
と
し
て
い
る
。

　
本
書
中
の
多
く
の
地
図
、
著
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
統
計
資
料
な
ど
今
後
大
い
に
活
縦
さ
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。
と
も
か
く
、
傍
証
資
料
に
乏
し
く
、
複
雑
極

ま
る
旙
大
な
詑
載
を
、
綿
密
な
分
析
に
よ
り
克
服
さ

れ
た
著
者
の
御
努
力
に
敬
意
を
示
す
と
と
も
に
、
漸
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く
長
宗
我
部
地
検
帳
の
研
究
も
確
固
た
る
基
盤
が
作

ら
れ
た
感
が
す
る
。
（
高
知
市
立
市
畏
図
書
館
発
行
。

B
6
判
三
三
〇
頁
、
定
価
四
八
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
脇
保
彦
）

文
運
を
採
漏
せ
ず
、
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史

・
地
理
・
考
古
学
の
順
、
各
専
攻
の
中
で
鳳
時
代

・
地
域
順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
研
究
ノ
ー
ト
以
下

も
こ
れ
に
準
ず
る
）
。
　
前
以
て
お
含
み
お
き
下
さ

い
。

史
林
投
稿
規
定

臼
樋
編
簗
後
記
川
田

史
林
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
奮
っ
て
御
寄
　
　
史
林
の
委
員
に
な
っ
て
以
来
ず
つ
と
、
こ
の
欄
は

訓
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
を
書
く
べ
き
所
で
あ
る
の
か
、
い
つ
も
当
惑
さ
せ

◇
資
格
本
会
々
員
に
限
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
澱
近
い
よ
い
よ
そ
の
感
を
っ

◇
原
稿
の
長
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
し
て
い
ま
す
。

　
○
研
究
論
文
　
四
百
字
詰
五
〇
枚
程
度
　
　
　
　
本
来
は
、
各
号
の
編
集
担
当
者
が
居
て
、
そ
の
見

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
百
字
詰
五
〇
枚
以
内
　
　
　
　
解
を
述
べ
る
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
委
員
会
の

　
　
（
以
上
に
は
、
四
百
字
以
内
の
要
約
二
通
〔
一
　
合
議
制
が
発
達
し
た
と
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
か
、
雑
誌
の
．

　
　
通
は
英
丈
要
約
用
〕
添
付
の
こ
と
）
　
　
　
　
　
製
作
が
事
務
機
械
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
反

　
○
資
料
紹
介
　
随
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省
す
べ
き
か
、
と
も
か
く
、
現
在
で
は
そ
の
よ
う
な

　
○
学
界
動
向
　
四
百
字
詰
三
〇
枚
程
度
　
　
　
　
性
格
は
全
く
失
せ
て
、
惰
性
的
に
委
員
が
交
替
で
書

　
0
批
判
と
反
省
　
四
百
字
築
三
〇
枚
程
度
　
　
　
く
だ
け
の
場
に
な
っ
て
お
り
、
た
い
が
い
、
時
候
の

　
○
書
　
　
　
評
　
四
百
字
詰
二
五
枚
以
内
　
　
　
　
挨
拶
に
始
ま
っ
て
、
会
や
委
員
会
の
お
知
ら
せ
が
続

　
○
紹
　
介
四
百
字
詰
三
枚
以
内
　
　
・
き
、
時
に
委
員
の
独
白
的
感
想
を
つ
け
加
え
て
終
る

◇
送
先
「
編
集
委
員
会
」
宛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
が
通
例
で
す
。
史
学
研
究
会
の
会
則
を
御
鷺
に
な

◇
な
お
、
奥
林
の
論
交
掲
載
の
順
序
は
、
た
び
た
び
　
れ
ば
わ
か
り
ま
す
よ
う
に
、
委
員
は
何
も
擁
限
を
も

　
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
巻
頭
論
　
つ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
一
種
の
公
私
混

溝
で
あ
り
、
署
名
は
し
て
居
り
な
が
ら
、
誰
が
何
に

呈
し
て
貴
任
を
負
う
て
い
る
の
か
、
一
向
に
判
然
と

し
ま
せ
ん
。

　
こ
う
い
う
、
そ
こ
は
か
と
な
き
曖
昧
さ
も
日
本
的

像
統
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
学
問
を
目

的
と
す
る
世
界
で
は
、
だ
ん
だ
ん
無
く
し
て
い
っ
た

ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
新
し
い
体
制
が

軌
道
に
の
っ
て
き
た
の
を
機
に
、
一
度
ゆ
っ
く
り
考

え
て
み
る
つ
も
り
で
す
の
で
、
ど
う
か
御
意
見
を
お

博
せ
下
さ
い
。
蛇
足
な
が
ら
、
以
上
は
私
個
人
の
意

見
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）
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